
 

 

 

 

  

 

 

 

いろいろな節目     

校長 島多峰史 
         

 

今年の冬は、昨年よりも多くの日数、成徳小の「ひょうたん池」や「せせらぎ」の水面に

氷が張りました。そのたびに、朝から池の周辺で子どもたちが大騒ぎをします。ある日、服

を濡らした児童がいたので、先生がその児童に「池に落ちたでしょう。」と聞いたところ、

「池には落ちていない。氷に乗ろうとしただけ。」という答えが返ってきました。池に氷が

張るたびに、氷で遊んで服を濡らしてしまう児童が出てくるので、児童が体を冷やしてしま

い体調を崩しやしないか、先生方はいつも「冷や冷や」しながら、子どもたちを見守ってお

ります。 

 

さて、１月を終えた時点で、今年度も残り３７日（６年生は３３日）となりました。３学

期は、元旦をはじめとして、節目となる日がいくつかありますが、特に２月は、いろいろな

「節目」が集中しています。 

 

１つ目は、節分（今年は２月２日）です。節分は「季節の分け目」として、２月だけでな

く、それぞれの季節に入る前にあり、１年間に合計４回ありますが、立春の前日だけが特に

大きく取り上げられています。その理由は、もとは旧暦の大晦日に行われていた「旧年の疫

病等を追い払う追儺（ついな）」と呼ばれる行事が、２月だけ行われるようになったからと

言われています。（以上、マメ知識でした。）節分の次の日（今年は２月３日）に立春を迎

え、暦の上では確実に春がやってきます。 

 

２つ目は、旧暦の正月（今年は２月１２日）です。インターネットの外国人の疑問を掲載

しているサイトに「なぜ、日本は旧正月のお祝いをしないのか。」という質問が紹介されて

いました。アジアの多くの国は、新暦（太陽の動きをもとにする太陽暦）の正月と、旧暦（月

の動きをもとにする太陰暦）の正月の両方のお祝いをします。年賀状や年始の挨拶等で、ま 

だ冬である１月に「新春」「初春」「迎春」のように「春」を用いた用語を使用する理由は、

もとは、立春のあと、春になったあとの旧正月に使われていた用語だからです。 

 

２月は、１１日に建国記念の日、２３日に天皇誕生日と、お祝いの日が続きますが、成 

徳小も８日に誕生日を迎えます。１９５３年２月８日に開校式典があり、今年度は創立し 

 

てから６８年目を迎えます。植物のタケは節をきっかけにして 

大きく成長すると言われています。成徳っ子の皆さんも、いろ 

いろな節目を経て大きく成長をすることを願っております。 

 

 

〈お礼〉 

 1月20日の引き渡し訓練におきましては、保護者の皆様のご協力のもと、無事に実施 

することができました。ありがとうございました。 

 

〈お知らせ〉 

 ・2月26日〈金〉のなわとび大会は、保護者の参観も可能です。詳細は後日、お知らせ

します。 

 ・2月15日（月）から22日（月）の学年参観･懇談は、新型コロナウイルス感染症拡大

の防止のため、保護者の参加は、1家庭につき、 2名以内でお願いいたします。 

 

 

〈２月の行事予定〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

〈３月の主な行事〉  16日（火）給食最終     19日（金） 卒業式 

           25日（木）修了式      26日（金）～4月6日（火）春季休業日 

月 火 水 木 金 

１ 

 朝会 

 委員会活動 

２ 

学校保健委員会 

３ ４ ５ 

 児童会役員選挙 

 諸費振替① 

８ 

 創立記念日 

 クラブ（最終） 

 

９ 

入学説明会 

１０ 

 遊遊タイム 

１１ 

 建国記念の日 

１２ 

１５ 

 朝会 

 なわとび週間 

   （～19） 

 参観・懇談 

（6年） 

１６ 

参観・懇談 

（5年） 
わかあゆ学級懇談 

諸費振替② 

１７ 

参観・懇談 

（４年） 
大庄中学校体験入学

（６年） 

１８ 

参観・懇談 

（３年） 

１９ 

参観・懇談 

（２年） 

２２ 

参観・懇談 

（１年） 

２３ 

天皇誕生日 

２４ 

 6年生を送る会 

２５ ２６ 

 なわとび大会 

尼崎市立成徳小学校 

令和３年１月29日（金） 
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